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特集

議会を傍聴して は、いただいた傍聴アンケートを基本的に原文のまま掲載しています。
（個人を特定できる表記は除いています）3 議会だよりかつらぎ

2019.11.1　83号

特集

資料が素晴しい。質問者の資料の多さに、良く調べていると感心した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（70代男性）議会を傍聴して

民間活力を生かし集客力アップに期待 花園
特集

花
圃
の
里
は
新
た
な
管
理
者
に

　

花
圃
の
里
は
、
平
成
28
年
７
月

に
オ
ー
プ
ン
。
「（
株
）共
立
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
」
が
指
定
管
理
・
運
営

を
行
っ
て
い
た
が
、
赤
字
続
き
だ

っ
た
。
９
月
会
議
で
新
た
な
指
定

管
理
者
に
「（
株
）ア
イ
ガ
ア
ル
」

が
選
定
さ
れ
た
。
運
営
は
令
和
２

年
４
月
か
ら
５
年
間
。
こ
の
会
社

は
、
基
本
方
針
と
し
て
、
町
民
の

健
康
づ
く
り
や
交
流
を
手
伝
い
す

る
と
と
も
に
、
町
外
の
観
光
客
の

受
け
入
れ
を
積
極
的
に
行
い
、
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
や
広
報
な
ど
の
充

実
に
努
め
る
。
か
つ
ら
ぎ
町
や
町

民
の
皆
さ
ん
と
連
携
・
協
力
し
、

公
の
視
点
に
立
っ
た
管
理
運
営
を

行
う
と
し
て
い
る
。

　
「（
株
）ア
イ
ガ
ア
ル
」（
辻
本
壯

一
郎
代
表
取
締
役
）
は
、
町
内
外

で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
デ

イ
サ
ポ
ー
ト
付
き
住
宅
、
訪
問
介

護
の
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を

運
営
し
て
お
り
、
今
回
、
初
め
て

宿
泊
施
設
を
管
理
運
営
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

い
ち
ろ
う

つ
じ
も
と
そ
う

　

か
つ
ら
ぎ
町
妙
寺
で
ア
ウ
ト
ド
ア
シ
ョ
ッ
プ

を
運
営
し
て
い
ま
す
。
花
園
の
魅
力
は
自
然
と

清
流
、
そ
し
て
星
空
で
す
。
昨
年
は
、
役
場
や

花
園
地
域
の
方
と
連
携
し
イ
ベ
ン
ト
を
誘
致
し

て
き
ま
し
た
。
認
知
度
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
ア
ク
セ
ス
が
よ
い
分
、
関
西
圏
の
人
気

ス
ポ
ッ
ト
に
な
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。
ま
た

高
野
山
へ
の
導
線
上
に
あ
り
温
泉
も
あ
る
の
で
、

十
分
商
品
価
値
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

問
題
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
で
す
。
携
帯

の
端
末
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
ア
ク
セ
ス
し
に
く

い
状
況
で
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
点
が
解
決
す
れ

ば
、
関
西
の
中
で
ア
ウ
ト
ド
ア
の
聖
地
に
な
れ

る
と
思
い
ま
す
。

新子森林公園と北寺オートキャンプ場

キ
ャ
ン
プ
の
聖
地
に

Ｏｒａｎｇｅ
マネージャー
ほり　にし　あき　ひろ

堀 西 晃 弘さん

　

令
和
元
年
５
月
１
日
よ

り
、
町
有
施
設
を
借
り
受

け
「
花
園
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
」
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
、
キ
ャ
ン
プ
が
大
変

な
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
ま

す
。
各
自
が
自
慢
の
キ
ャ

ン
プ
グ
ッ
ズ
を
持
ち
込
み
、

家
族
、
友
人
と
の
週
末
を

過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
冬

の
キ
ャ
ン
プ
も
人
気
が
あ

り
、
た
き
火
を
囲
み
な
が

ら
の
コ
テ
ー
ジ
、
古
民
家

を
利
用
し
た
楽
し
み
も
提

案
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。

　

通
年
営
業
を
目
標
に
、

四
季
折
々
の
花
園
の
魅
力

を
発
信
、
花
園
の
各
施
設

が
連
携
す
れ
ば
、
伸
び
し

ろ
の
あ
る
地
域
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

花園ＢＡＳＥ
花
園
の
魅
力
を

　
　
　
　

全
国
に

花園ＢＡＳＥ

肥 後 大 介さん
ひ　　ご　 だい   すけ

ワンポールテントを張ってキャンプワンポールテントを張ってキャンプ
をする人たちも集まってきているをする人たちも集まってきている
ワンポールテントを張ってキャンプ
をする人たちも集まってきている

花園ＢＡＳＥの入り口花園ＢＡＳＥの入り口花園ＢＡＳＥの入り口
旧恐竜館もキャンプサイトとして利用旧恐竜館もキャンプサイトとして利用
景色と星がきれいだと人気が出ている景色と星がきれいだと人気が出ている
旧恐竜館もキャンプサイトとして利用
景色と星がきれいだと人気が出ている

「（株「（株）アイガアル」が管理する予定の「はなぞの温泉花圃の里」アイガアル」が管理する予定の「はなぞの温泉花圃の里」「（株）アイガアル」が管理する予定の「はなぞの温泉花圃の里」

　

「
北
寺
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
」
と
「
新
子
森
林
公
園
」
は
、「
Ｏ
ｒ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
」
に
よ
っ
て
新
し
い
事
業
が
始
ま
り
、
花

園
地
域
の
「
旧
花
園
守
口
ふ
る
さ
と
村
」
と
「
旧
恐
竜
館
」
は
、「
花
園
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
」と
し
て
再
出
発
し
た
。
こ
れ
ら
は
、

公
の
施
設
を
普
通
財
産
に
変
更
し
、
施
設
を
民
間
に
貸
し
付
け
る
方
法
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
で
「
花
園
グ
リ
ー
ン
パ

ー
ク
」
と
「
金
剛
緑
地
キ
ャ
ン
プ
場
」「
中
南
森
林
公
園
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
」
も
同
じ
方
法
で
貸
し
付
け
を
予
定
し
て
い

る
。
普
通
財
産
化
し
て
貸
し
付
け
る
提
案
は
、
議
会
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
は
な
ぞ
の
温
泉
花
圃
の
里
」

は
、
５
年
間
の
協
定
が
終
了
す
る
の
で
、
再
度
指
定
管
理
の
公
募
が
行
わ
れ
、
９
月
会
議
に
議
案
が
上
程
さ
れ
新
た
な
指

定
管
理
者
が
選
定
さ
れ
た
。
集
客
力
ア
ッ
プ
が
期
待
さ
れ
る
花
園
の
施
設
を
特
集
す
る
。

　
　
　
　
　

ベ　

ー　

ス

か　

ほ

あ
た
ら
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

オ　

レ　

ン　

ジ
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議案審議

議会から要求・要望があり、かつ必要性が認められているものであっても、なかな
か実現までのハードルが高いということがよく見えた。（40代女性）議会を傍聴して

　

９
月
会
議
に
は
、
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正
、
家
庭

的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
、
戸
籍
シ
ス
テ
ム
の
共
同
利
用
に
関
す
る

協
議
、
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
な
ど
や
各

会
計
の
補
正
予
算
案
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
の
議
案

を
可
決
し
た
。

８件
３件
10件
12件
10件
４件
２件
１件
３件
６人

９月会議（8/26～9/10）

　
　
　
　

女
性
活
躍
推
進
の
観
点
か
ら
、
住
民
票
等

　
　
　
　

へ
の
旧
氏
の
記
載
が
可
能
と
な
る
よ
う
、

　
　
　
　

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正

が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
旧
氏
で
の
印
鑑
登

録
及
び
印
鑑
登
録
証
明
書
へ
の
旧
氏
の
併
記
が
可
能

と
な
っ
た
。
ま
た
、
性
的
少
数
者
へ
の
配
慮
か
ら
印

鑑
登
録
証
明
書
に
男
女
の
別
の
記
載
を
省
略
で
き
る
。

議案の
内容

印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

印 鑑 条 例 改 正
旧氏の記載可能
きゅううじ

　
　
　

離
婚
後
に
旧
氏
を

使
用
し
て
い
な
い
場
合
は

使
用
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

【
住
民
福
祉
課
長
】　

住
民

票
に
記
載
さ
れ
て
い
れ
ば

使
用
す
る
こ
と
は
可
能
だ

が
、
記
載
し
て
い
な
い
場

合
は
旧
氏
を
記
載
す
る
必

要
が
あ
る
。
初
め
て
の
場

合
記
載
す
る
こ
と
は
可
能

で
あ
る
。

問

　
　
　

「
男
女
の
別
」
に

つ
い
て
希
望
す
れ
ば
記
載

し
な
い
こ
と
が
可
能
で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
、
全
て

の
方
を
記
載
し
な
い
と
い

う
選
択
も
あ
る
の
で
は
。

性
的
少
数
者
へ
の
配
慮
と

い
う
の
で
あ
れ
ば
、
聞
か

な
い
と
い
う
こ
と
が
一
番

の
配
慮
に
繋
が
る
の
で
は

な
い
か
。

【
住
民
福
祉
課
長
】　

あ
く

ま
で
も
「
希
望
し
な
い
」

と
い
う
意
思
を
示
さ
れ
た

方
の
み
記
載
し
な
い
。

【
町
長
】　

意
思
を
聞
か
ざ

る
を
え
な
い
。

問

　
　
　

今
回
の
制
度
改
正

に
よ
っ
て
、
職
場
で
旧
氏

で
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
の
で
は
。

【
総
務
課
長
】　

旧
氏
で
仕

事
を
す
る
の
は
差
し
支
え

な
い
。

問

　
　
　

性
的
少
数
者
へ
の

配
慮
か
ら
印
鑑
の
登
録
証

明
書
の
「
男
女
の
別
」
に

つ
い
て
記
載
を
希
望
し
な

い
場
合
は
省
略
で
き
る
と

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
確

認
す
る
の
か
。

【
住
民
福
祉
課
長
】　

本
人

の
要
望
が
あ
れ
ば
省
略
す

る
。 問

　
　
　

性
的
少
数
者
へ
配

慮
す
る
な
ら
ば
、
申
請
書

の
「
男
女
の
別
」
を
削
除

し
て
は
。

【
住
民
福
祉
課
長
】　

施
行

期
日
が
令
和
元
年
11
月
５

日
な
の
で
、
近
隣
市
町
の

運
用
を
考
慮
し
て
対
応
し

た
い
。

問
印
鑑
登
録
証
明
書
交
付
請
求
書

印
鑑
登
録
申
請
書

専決処分
人 事
補正予算
決 算
条 例
事件議決
契 約
継続審査
諸 報 告
一般質問
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議案審議

粘り強く同じ問題を訴え続ける議員さんの情熱に感銘を受けた。（40代女性）議会を傍聴して

　
　
　
　

５
人
以
下
の
子
ど
も
を
保
育
す
る
家
庭
的

　
　
　
　

保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
、
幼
児
教

　
　
　
　

育
・
保
育
の
無
償
化
に
伴
う
食
費
な
ど
が

改
正
さ
れ
た
。

議案の
概要

　
　
　

保
育
料
が
無
償
化

さ
れ
る
な
か
で
、
今
回
の

条
例
改
正
に
よ
り
費
用
負

担
が
増
え
る
人
は
い
な
い

の
か
。

【
教
育
総
務
課
長
】　

副
食

費
は
今
ま
で
保
育
料
に
含

ま
れ
て
い
た
。
今
回
保
育

料
無
償
化
に
伴
い
そ
の
費

用
は
実
費
負
担
と
な
る
が
、

実
質
的
に
費
用
負
担
が
増

え
る
家
庭
は
な
い
。
さ
ら

に
年
収
３
６
０
万
円
以
下

の
家
庭
は
主
食
費
の
み
で
、

副
食
費
は
無
料
、
３
人
目

以
降
に
つ
い
て
は
副
食
費

は
無
料
と
な
る
。

問

　
　
　

規
制
緩
和
の
中
で
、

自
治
体
と
し
て
主
体
的
に

保
育
行
政
に
責
任
を
持
つ

た
め
に
、
具
体
的
に
基
準

な
ど
の
ル
ー
ル
を
独
自
に

つ
く
る
考
え
は
あ
る
か
。

【
教
育
総
務
課
長
】　

そ
れ

ぞ
れ
の
保
育
施
設
設
置
条

件
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
か

ど
う
か
で
決
め
る
。

問

　
　
　

本
町
の
場
合
、
代

替
え
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
が

用
意
で
き
な
く
て
も
、
家

庭
的
保
育
事
業
の
認
可
を

受
け
る
こ
と
は
で
き
る
が
、

自
園
調
理
の
仕
組
み
が
で

き
な
け
れ
ば
、
認
可
を
受

け
る
の
は
難
し
い
の
で
は

な
い
か
。

【
教
育
総
務
課
長
】　

本
町

の
場
合
は
そ
う
感
じ
て
い

る
。

問

　
　
　

独
自
の
も
の
は
つ

く
ら
ず
、
国
の
法
律
に
の

っ
と
っ
て
で
き
た
条
例
の

も
と
で
、
と
い
う
こ
と
か
。

【
教
育
総
務
課
長
】　

そ
う

い
う
こ
と
だ
。

問

　
　
　

３
〜
５
歳
ま
で
の

子
ど
も
の
保
育
料
と
主
食

費
を
無
料
と
す
る
中
で
、

副
食
費
の
実
費
負
担
の
あ

る
児
童
と
無
償
化
と
な
る

児
童
数
は
。

【
教
育
総
務
課
長
】　

実
費

負
担
有
が
２
０
４
人
、
無

償
化
が
１
５
１
人
で
あ
る
。

問

　
　
　

市
町
村
民
税
非
課

税
世
帯
の
０
〜
２
歳
ま
で

の
子
ど
も
の
利
用
者
負
担

額
の
無
料
化
に
つ
い
て
、

全
体
数
と
無
料
の
児
童
数

は
。

【
教
育
総
務
課
長
】　

全
体

で
１
４
５
人
、
無
料
が
62

人
で
あ
る
。

問

　
　
　

実
費
負
担
を
完
全

無
料
化
に
す
る
た
め
に
か

か
る
費
用
と
考
え
方
は
。

【
教
育
総
務
課
長
】　

３
〜

５
歳
の
こ
ど
も
園
分
の
実

費
負
担
で
１
７
０
０
〜
１

８
０
０
万
円
と
な
る
。

【
町
長
】　

現
在
の
小
・
中

学
校
と
同
じ
で
、
完
全
無

料
で
は
な
く
一
部
町
と
し

て
負
担
を
検
討
し
て
い
る
。

問

　
　
　

こ
ど
も
園
の
需
要

が
高
ま
り
、
昨
年
、
年
度

途
中
の
入
園
希
望
者
が
あ

る
中
で
一
部
待
機
児
童
が

で
た
。
小
規
模
保
育
や
家

庭
的
保
育
の
施
設
も
含
め

た
考
え
方
は
。

【
教
育
総
務
課
長
】　

問
い

合
わ
せ
が
あ
れ
ば
設
立
に

つ
い
て
の
手
法
な
ど
の
相

談
は
受
け
る
。

【
町
長
】　

財
政
的
支
援
も

問

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

家
庭
的
保
育
事
業
の

　
　
　

ハ
ー
ド
ル
は
高
い

教
育
・
保
育
の
利
用
者
負
担
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

給
食
費
一
部
負
担
を
検
討

含
め
、
事
業
者
か
ら
相
談

が
あ
れ
ば
そ
の
都
度
検
討

し
た
い
。

楽しそうに遊ぶ子どもたち（三谷こども園）楽しそうに遊ぶ子どもたち（三谷こども園）楽しそうに遊ぶ子どもたち（三谷こども園）
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町は限られた人材・予算の中で様々の問題に対応していかなければならない大変さ
を感じた。（40代女性）議会を傍聴して

地域振興施設 さらなる充実を
かつらぎ西パーキングエリア上り線

「
ま
ち
づ
く
り
か
つ
ら
ぎ
」を

指
定
管
理
者
に
選
定

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　
　
　
　

か
つ
ら
ぎ
西
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
上
り
線

　
　
　
　

地
域
振
興
施
設
の
指
定
管
理
が
令
和
２
年

　
　
　

３
月
31
日
に
期
間
満
了
を
迎
え
る
た
め
、
令

和
２
年
４
月
１
日
か
ら
の
管
理
者
を
指
定
す
る
。

議案の
内容

　
　
　
（
株
）ま
ち
づ
く
り

か
つ
ら
ぎ
の
運
営
計
画
と

課
題
で
は
、
売
り
場
の
拡

充
と
生
産
者
の
確
保
と
あ

る
が
。

【
産
業
観
光
課
長
】　

町
内

の
農
産
物
・
特
産
物
の
生

産
者
は
当
初
の
１
２
０
人

か
ら
３
３
０
人
と
な
り
、

さ
ら
に
充
実
さ
せ
た
い
。

問

　
　
　
　

従
来
各
自
治
体
単
独
で
設
置
し
て
い
た
戸
籍
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
バ
を
受
託

　
　
　
　

町
（
か
つ
ら
ぎ
町
）
に
設
置
し
、
共
同
利
用
す
る
こ
と
で
経
費
削
減
に
努

　
　
　
　

め
る
も
の
だ
。
平
成
27
年
10
月
に
か
つ
ら
ぎ
町
・
高
野
町
・
湯
浅
町
で
開

始
。
平
成
29
年
７
月
に
橋
本
市
が
参
加
し
４
団
体
と
な
っ
て
い
た
。

　

今
回
令
和
２
年
10
月
に
予
定
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
機
器
更
新
に
合
わ
せ
て
新
た
に

九
度
山
町
が
参
加
す
る
た
め
の
規
約
の
制
定
で
あ
る
。

議案の
内容

　
　
　

戸
籍
シ
ス
テ
ム
の

共
同
利
用
が
本
町
と
高
野

町
・
湯
浅
町
が
運
用
し
、

そ
の
後
橋
本
市
が
参
入
し

来
年
か
ら
九
度
山
町
が
参

入
す
れ
ば
経
費
削
減
と
な

る
の
で
、
他
市
町
村
に
呼

び
か
け
て
は
。

【
企
画
公
室
長
】　

個
別
業

務
の
シ
ス
テ
ム
は
条
件
が

異
な
り
、
共
同
利
用
が
難

し
い
が
取
り
組
み
た
い
。

【
町
長
】　

今
後
経
費
削
減

の
た
め
取
り
組
み
た
い
。

問

　
　
　

協
定
書
の
内
容
に

変
更
は
な
い
の
か
。

【
産
業
観
光
課
長
】　

変
更

は
な
い
。
前
回
は
公
募
期

間
が
短
い
こ
と
が
課
題
と

な
っ
た
の
で
そ
の
点
に
つ

い
て
見
直
し
た
。

【
町
長
】　

売
り
場
の
拡
充

は
運
営
者
と
協
議
し
た
い
。

問

経
費
削
減
に
向
け
て

電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
戸
籍
事
務
の

事
務
委
託
に
関
す
る
規
約
制
定
に
関
す
る
協
議

道の駅かつらぎ西上り線道の駅かつらぎ西上り線道の駅かつらぎ西上り線

戸籍情報システムの共同利用イメージ
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議案審議

今日は子育て支援と主権者教育の話題に関心があり、議会を傍聴したがいずれも具
体的な動きにつながることを切に望む。（40代女性）議会を傍聴して

人　

事

　

次
の
方
々
を
委
員
に
選

任
、
ま
た
は
推
薦
す
る
こ

と
に
同
意
し
た
。

　

（
69
歳
・
笠
田
東
）

高
橋　

喜
章 

氏
（
再
）

た
か
は
し　

  

よ
し
あ
き

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　

（
61
歳
・
広
口
）

福
本　

陽
子 
氏
（
再
）

 

ふ
く
も
と　

  

よ
う 
こ （

任
期
３
年
）

　

（
79
歳
・
三
谷
）

森
川　

幾
生 

氏
（
再
）

も
り
か
わ　

  

い
く  

お

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員（

任
期
３
年
）

補正予算（9月会議の合計額）

シ ビ ッ ク セ ン タ ー
国 民 健 康 保 険 事 業
国民健康保険天野診療所事業
後 期 高 齢 者 医 療 事 業
介 護 保 険 事 業
花園地域交流推進施設運営事業

１億５６０９万００００円
０円

２７２８万１０００円
０円

３９８万７０００円
８６３１万９０００円

０円
３０９万１０００円
１７６９万５０００円
３３６０万００００円
３３６０万１０００円

１０６億９９４８万７０００円
７２２６万９０００円

２６億３００７万７０００円
８５１万５０００円

５億６４４１万３０００円
２８億５２５６万１０００円

９５８８万１０００円
５億２６４２万４０００円
７億２１２９万４０００円
７億５４６５万１０００円
８億７４０５万１０００円

特　

別　

会　

計

会　計　名 補　正　額 補正後の予算総額
一　　般　　会　　計

水道事業会計

下水道事業会計

収益的・資本的収入
収益的・資本的支出
収益的・資本的収入
収益的・資本的支出

賛否が分かれた議案

件　　　名
議員名

結果
福
井

松
岡

藤
本

小
林

溝
北

福
岡

氏
岡

浦
中

赤
阪

大
原

東
芝

宮
井

雑
賀

新
堀

○○○○○×○○○○××○－10対３で
可決

（注）新堀行雄議員は、議長のため採決には加わらない。　〇は賛成　×は反対

かつらぎ町特定教育・保育施設及び特定地
域型保育事業の運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例

○○○○○×○○○○××○－10対３で
可決

○○○○○×○○○○××○－10対３で
可決

○○○○○×○○○○××○－10対３で
可決

かつらぎ町家庭的保育事業等の設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例
かつらぎ町下水道条例の一部を改正する条
例
かつらぎ町水道事業給水条例の一部を改正
する条例
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財政やや改善
経常収支比率が１００.５％（２.７減） 平成30年度決算

監査委員に
対する質疑

健
全
化
へ
の

努
力
を
評
価
す
べ
き

　
　
　
　

平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
決
算
と
特
別
会

　
　
　
　

計
決
算
及
び
水
道
事
業
会
計
決
算
は
、
監

　
　
　
　

査
委
員
の
意
見
書
を
付
け
て
議
会
に
提
出

さ
れ
た
。
９
月
会
議
で
は
、
監
査
委
員
の
報
告
に
対

す
る
質
疑
と
各
会
計
に
つ
い
て
の
質
疑
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
。

今
後
は
特
別
委
員
会
で
審
査
さ
れ
、
12
月
会
議
に
委

員
長
報
告
が
行
わ
れ
採
決
さ
れ
る
。
今
回
は
監
査
委

員
に
対
す
る
質
疑
を
掲
載
す
る
。

概要経
常
収
支
比
率
の
改
善
策
は

　
　
　

下
水
道
整
備
が
著

し
く
不
効
率
な
地
域
で
は
、

浄
化
槽
設
置
へ
の
シ
フ
ト

を
と
あ
る
が
、
や
り
や
す

い
地
域
を
優
先
し
て
、
不

効
率
な
地
域
を
残
せ
ば
公

正
で
は
な
い
の
で
は
。

【
監
査
委
員
】　

浄
化
槽
設

置
の
補
助
金
な
ど
の
充
実

が
あ
る
。

問
　
　
　

平
成
30
年
度
は
、

財
政
調
整
基
金
の
減
額
が

４
９
１
０
万
３
０
０
０
円

で
８
億
円
を
維
持
し
た
。

経
常
収
支
比
率
も
２
・
７

ポ
イ
ン
ト
改
善
し
た
。
会

計
を
健
全
化
す
る
努
力
を

評
価
す
べ
き
な
の
で
は
な

い
か
。

【
監
査
委
員
】　

努
力
は
評

価
し
て
い
る
。

監
査
を
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

【
監
査
委
員
】　

そ
う
考
え

て
い
る
。

問

指
定
管
理
に
外
部
監

査
を
導
入
す
べ
き

　
　
　

花
圃
の
里
な
ど
経

営
施
設
に
つ
い
て
は
、
指

定
管
理
の
制
度
と
し
て
外

部
監
査
を
実
施
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
外
部

問 基
金
の
活
用
を

　
　
　

財
政
調
整
基
金
が

年
々
取
り
崩
さ
れ
余
裕
が

な
く
な
っ
て
い
る
。
現
在
、

19
の
目
的
別
基
金
が
あ
る

が
、
財
政
が
厳
し
く
予
算

が
組
め
な
い
と
い
う
な
ら

基
金
全
体
を
見
直
し
て
、

必
要
な
事
業
に
充
て
る
と

い
う
の
は
、
考
え
ら
れ
る

の
で
は
。

【
監
査
委
員
】　

も
っ
と
も

な
指
摘
と
思
う
。

問

財
政
を

改
善
す
る
に
は

　
　
　

毎
年
７
３
５
万
円

の
繰
入
を
す
る
天
野
診
療

所
事
業
こ
そ
が
ス
ク
ラ
ッ

プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
の
対
象

で
は
な
い
か
。
こ
の
表
現

が
昨
年
と
大
き
く
変
わ
っ

た
の
は
。

【
監
査
委
員
】　

毎
回
３
・

３
人
の
利
用
で
、
周
辺
地

域
を
含
め
た
改
善
を
期
待

し
た
。

問

　
　
　

経
常
収
支
比
率
※

の
構
成
は
、
公
債
費
25
％
、

人
件
費
23
％
等
だ
。
公
債

費
を
減
ら
す
の
は
当
た
り

前
だ
が
、
人
件
費
は
こ
れ

以
上
減
ら
す
べ
き
で
な
い
。

補
助
金
を
精
査
し
、
団
体

補
助
か
ら
事
業
補
助
へ
転

換
し
て
経
常
収
支
比
率
を

下
げ
る
べ
き
だ
。

【
監
査
委
員
】　

ご
指
摘
は
、

そ
の
通
り
。

問

決
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長　

福
井　

強
太

副
委
員
長　

東
芝　

弘
明

委　

員　

氏
岡　
　

誠

　

〃　
　

溝
北　

好
一

　

〃　
　

藤
本　

憲
一

　

〃　
　

松
岡　

宏
行

　

家
計
に
例
え
る
と
、

生
活
費
な
ど
毎
月
必
要

と
な
る
支
払
い
が
収
入

に
占
め
る
割
合
で
、
こ

の
比
率
が
高
い
ほ
ど
臨

時
的
な
支
出
に
お
金
を

回
す
余
裕
が
な
く
、
財

政
構
造
が
硬
直
化
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
１

０
０
％
を
超
え
る
と
い

う
こ
と
は
、
経
常
的
な

収
入
で
経
常
的
支
出
を

賄
え
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
不
足
分
は
基

金
な
ど
の
貯
金
を
取
り

崩
し
て
充
て
て
い
る
。

※ 経常収支
 　比率とは？
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自治体財政の
健全化を示す
４指標に
対する質疑 実質公債費比率は上昇

　
　
　
　

自
治
体
財
政
の
健
全
化
を
示
す
４
指
標
は
、

　
　
　
　

平
成
18
年
の
北
海
道
夕
張
市
の
財
政
破
綻

　
　
　
　

を
契
機
に
制
定
さ
れ
た
地
方
自
治
体
財
政

健
全
化
法
に
基
づ
き
作
ら
れ
た
指
標
。
実
質
赤
字
比

率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将

来
負
担
比
率
の
４
指
標
の
う
ち
、
一
つ
で
も
基
準
値

を
超
え
る
と
財
政
健
全
化
計
画
の
策
定
が
義
務
づ
け

ら
れ
る
。
本
町
は
、
基
準
値
内
に
収
ま
っ
て
い
る
の

で
、
破
綻
す
る
状
況
に
は
な
い
。

概要

実
質
公
債
費
比
率
を
下
げ
る
た
め
の
対
策
は

　
　
　

18
％
を
超
え
る
と
、

地
方
債
を
発
行
す
る
の
に

県
と
国
の
許
可
が
必
要
に

な
る
。
実
質
公
債
費
比
率

の
今
後
の
見
通
し
は
ど
う

か
。

【
会
計
課
長
】　

平
成
30
年

度
は
、
公
債
費
の
発
行
額

を
３
億
円
減
少
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
た
。
今
年
の
４

月
、
土
地
開
発
公
社
の
起

債
５
億
９
４
５
０
万
円
を

繰
上
償
還
し
た
の
で
、
令

和
５
年
ま
で
１
億
２
０
０

問

問

０
万
円
以
上
毎
年
借
金
を

圧
縮
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
で
実
質
公
債
費
比
率

を
２
％
下
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
今
後
標
準

財
政
規
模
が
増
え
る
見
通

し
な
の
で
、
特
別
会
計
と

一
般
会
計
の
借
金
は
減
っ

て
い
く
。
こ
れ
ら
を
通
じ

て
、
実
質
公
債
費
比
率
を

10
％
以
下
に
し
た
い
。

　
　
　

平
成
27
年
度
10
・

６
％
だ
っ
た
実
質
公
債
費

比
率
が
３
年
間
で
12
・
６

％
ま
で
上
が
っ
た
要
因
は
。

【
会
計
課
長
】　

歳
入
は
人

口
減
少
で
交
付
税
額
が
２

年
間
で
４
億
６
０
０
０
万

円
下
が
っ
た
か
ら
だ
。
歳

出
で
公
債
費
が
増
え
た
の

は
、
こ
ど
も
園
な
ど
の
整

備
で
元
利
償
還
金
が
増
え
、

下
水
道
の
算
出
方
法
変
更

に
よ
り
繰
出
金
が
増
額
し

た
か
ら
だ
。

かつらぎ町議会からのお知らせ

議会と懇談しませんか
団体と議会の意見交換会募集！
　議会では皆さまの意見をお聞きし、町へ
政策提言を行うなど議会活動に生かします。

対象：町内の各種団体やグループ等
内容：あらかじめ提出していただいたテー
　　　マに基づき意見交換を行います。

【お問い合わせ先】かつらぎ町議会事務局
　　　　　　　　  電話０７３６－22－０３００㈹

平成31年度健全化判断比率（平成30年度）

実質公債費比率の推移 将来負担比率の推移

H26 H27 H28 H29 H30
104

106

108

110

112

114

116
◆

◆

◆

◆
◆

115.2

112.8

107.3

113.1

111.7

（％）

10

10.5

11

11.5

12

12.5

13

H26 H27 H28 H29 H30

◆

◆
◆

◆

◆

11.6 11.6

12.6

10.6 10.8

（％）

基準をクリアするも

実 質 赤 字 比 率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将 来 負 担 比 率

算　定　値
―
―
12.6
111.7

14.51
19.51
25.0
350.0

20.0
30.0
35.0

早期健全化基準 財政再生基準
（％）

本
町
の
財
政
は
破
綻
し
な
い
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議案審議

10

実態に合わせた
　　　開館時間を

児童館・学童保育施設 平成30年度

教育委員会
報告に
対する質疑

　
　
　
　

教
育
委
員
会
は
、平
成
30
年
度
の
45
事
業
に

　
　
　
　

対
し
、教
育
委
員
会
及
び
外
部
評
価
委
員
に

　
　
　
　

よ
る
評
価
を
行
い「
教
育
に
関
す
る
事
務
の

管
理
及
び
執
行
状
況
の
点
検
及
び
評
価
に
関
す
る
報

告
」を
議
会
に
提
出
し
た
。

　
　
　

児
童
館
の
開
館
時

間
に
つ
い
て
、
昨
年
共
稼

ぎ
家
庭
が
増
え
て
い
る
中

５
時
の
閉
館
で
は
対
応
で

き
な
い
と
の
質
問
で
、
時

間
延
長
を
検
討
す
る
と
答

弁
し
た
。
ど
の
よ
う
に
検

討
し
た
か
。

【
生
涯
学
習
課
長
】　

子
ど

も
の
安
全
安
心
の
た
め
関

係
者
と
検
討
し
て
い
る
。

問
　
　
　

学
童
保
育
で
、
保

護
者
の
要
望
に
応
え
切
れ

て
い
る
か
。

【
教
育
総
務
課
長
】　

施
設

の
改
修
要
望
が
あ
り
、
現

在
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

に
関
す
る
調
査
」
結
果
を

も
と
に
対
応
し
た
い
。

問 児
童
館・学
童
施
設

の
充
実
を

　
　
　

子
ど
も
の
貧
困
と

は
、
５
時
の
閉
館
後
、
保

護
者
が
帰
宅
す
る
ま
で
の

問

　
　
　

貧
困
状
態
に
あ
る

子
ど
も
が
公
的
な
サ
ー
ビ

問

貧
困
対
策
の
充
実
を

　
　
　

教
育
行
政
の
マ
ン

パ
ワ
ー
が
不
足
し
て
い
る

と
あ
る
が
。

【
教
育
総
務
課
長
】　

教
育

施
策
の
変
化
に
対
応
す
る

指
導
主
事
が
不
足
し
て
い

る
。

【
教
育
長
】　

人
は
急
に
増

や
せ
な
い
。
教
育
事
務
所

等
で
支
援
い
た
だ
く
。

問
　
　
　

学
校
司
書
職
員
を

配
置
す
る
方
針
は
。

【
教
育
長
】　

そ
う
い
う
方

針
は
な
い
。

問

　
　
　

教
職
員
の
労
働
時

間
管
理
に
つ
い
て
、
事
務

事
業
評
価
に
加
え
る
べ
き

だ
。

【
教
育
総
務
課
長
】　

表
計

算
ソ
フ
ト
に
よ
っ
て
労
働

時
間
を
管
理
し
て
い
る
。

ス
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い

実
態
を
調
査
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

【
教
育
総
務
課
長
】　

公
的

な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

資
格
を
取
る
に
は
40
日
間

の
講
習
を
受
け
る
必
要
が

あ
る
。
今
後
も
努
力
す
る
。

問

早
急
な
人
材
確
保
を

　
　
　

社
会
教
育
主
事
の

配
置
は
。

【
生
涯
学
習
課
長
】　

平
成

30
年
度
は
１
人
資
格
取
得
。

問 社
会
教
育
主
事
の

配
置
を

　
　
　

い
じ
め
の
件
数
は
。

【
教
育
総
務
課
長
】　

30
年

度
小
学
校
で
２
６
９
件
、

中
学
校
で
７
件
。

問 い
じ
め
の

認
知
件
数
は

子
ど
も
の
様
子
が
大
事
で
、

一
人
で
夕
食
を
と
る
子
ど

も
た
ち
が
多
け
れ
ば
、
子

ど
も
食
堂
も
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

【
生
涯
学
習
課
長
】　

実
態

を
把
握
し
た
い
。
閉
館
時

間
の
延
長
は
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。

建て替え要望のある笠田学童施設建て替え要望のある笠田学童施設建て替え要望のある笠田学童施設

概要
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13

14

15

16
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ページ 質　　問　　事　　項 質  問  議  員

子育て支援としてファミリーサポート制度の導入を

もう待てない　現庁舎耐震改修へ町長判断を

地域力向上にむけて町内会・区の再編成を

運転免許証自主返納推進について　町の支援策は

子どもの要求実現の仕組みをつくってほしい

幼児教育の副食費の無料化を

松 岡 　 宏 行

小 林 　 総 一

福 井 　 強 太

溝 北 　 好 一

東 芝 　 弘 明

宮 井 　 健 次

町民町民のおもいおもいを届ける届ける6060分町民のおもいを届ける60分

井本町長

　一般質問は、議員が事前に提出した通告書に基づいて、町政に関する提案や質問を
行うもので、持ち時間は一人60分。なお、記事は、質問者の責任において作成された
ものである。
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一般質問

松 岡 宏 行 議員

　
　
　

子
ど
も
・
子
育
て

ニ
ー
ズ
調
査
で
、
子
ど
も

を
預
け
る
形
態
と
し
て
、

一
時
預
か
り
や
フ
ァ
ミ
リ

ー
サ
ポ
ー
ト
制
度
な
ど
と

保
護
者
は
回
答
。
祖
父
母

等
に
み
て
も
ら
っ
て
い
る

と
き
、
身
体
・
精
神
的
負

担
が
大
き
く
心
配
と
20
％

が
、
親
類
や
知
人
に
子
ど

も
を
み
て
も
ら
っ
た
と
き
、

頼
み
に
く
い
と
の
回
答
が

50
％
を
超
え
て
い
る
。
フ

ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
制
度

と
は
。

【
教
育
総
務
課
長
】　

保
育

所
の
送
迎
や
学
童
保
育
後

に
預
か
っ
て
ほ
し
い
な
ど

子
育
て
支
援
を
受
け
た
い

人
と
、
子
育
て
の
経
験
を

生
か
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
た

い
人
と
の
会
員
組
織
で
、

地
域
で
の
相
互
援
助
を
行

問

　
　
　

保
育
所
を
利
用
で

き
な
い
保
護
者
、
た
ま
に

は
祖
父
母
に
気
兼
ね
な
し

で
預
か
っ
て
も
ら
い
た
い
、

こ
ど
も
園
の
一
時
保
育
で

対
応
で
き
な
い
ケ
ー
ス
、

子
育
て
か
ら
離
れ
て
自
分

の
時
間
を
過
ご
し
た
い
、

ま
た
は
夫
婦
で
時
間
を
過

ご
し
た
い
と
き
に
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
制
度
が
発

揮
す
る
の
で
、
来
年
度
か

ら
導
入
し
て
は
。

【
町
長
】　

い
ろ
ん
な
保
護

者
の
多
様
な
状
況
に
対
応

し
切
れ
な
い
の
は
当
然
で
、

今
後
こ
ど
も
園
や
学
童
保

育
な
ど
を
充
実
し
て
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
制
度

の
機
能
を
持
た
せ
た
い
。

早
い
機
会
に
町
の
方
針
と

し
て
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。

問

　
　
　

こ
ど
も
園
以
外
の

認
可
外
保
育
と
は
。
町
民

や
企
業
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
は
。

【
教
育
総
務
課
長
】　

児
童

福
祉
法
に
規
定
し
な
い
施

設
が
認
可
外
保
育
で
、
病

院
や
企
業
の
託
児
所
、
個

人
な
ど
の
一
時
預
か
り
や

保
育
。
企
業
か
ら
託
児
所
、

町
民
か
ら
学
童
保
育
や
子

育
て
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
相

談
が
あ
っ
た
。

問
　
　
　

町
内
に
大
き
な
企

業
が
あ
る
の
で
、
働
く
母

親
や
保
護
者
を
支
援
す
る

た
め
に
認
可
外
保
育
施
設

は
必
要
。
既
存
の
子
育
て

の
制
度
だ
け
で
な
く
、
個

人
や
企
業
で
整
備
・
充
実

で
き
る
よ
う
に
認
可
外
保

育
を
支
援
し
て
は
。

【
町
長
】　

こ
ど
も
園
や
学

童
保
育
施
設
で
十
分
対
応

で
き
な
い
実
態
も
あ
る
の

で
、
認
可
外
保
育
の
設
置

※
こ
の
他
、
平
成
29
年
９

月
に
議
会
か
ら
町
長
へ

「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に

関
す
る
提
言
書
」
提
出
後

の
取
り
組
み
を
質
問
し
た
。

国
の
貧
困
率
が
13
・
９
％

で
、
昨
年
、
県
の
調
査
で

県
11
・
６
％
、
本
町
16
・

７
％
と
明
ら
か
に
な
っ
た
。

提
出
後
、
町
長
は
企
画
公

室
は
じ
め
関
係
課
に
対
策

を
指
示
し
て
い
な
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の
中
で

取
り
組
む
と
答
弁
し
た
。

問

子育て支援として
　ファミリーサポート制度の導入を

早い機会につくる必要がある町 長

う
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
。

認
可
外
保
育
の
支
援
を

相
談
が
あ
れ
ば
考
え
た
い

町 

長

や
運
営
は
、
相
談
い
た
だ

け
れ
ば
そ
の
実
態
に
合
わ

せ
て
支
援
を
考
え
た
い
。

親子ふれあい教室親子ふれあい教室親子ふれあい教室
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一般質問

１３

小 林 総 一 議員

　
　
　

庁
舎
建
設
の
検
討

状
況
は
。

【
総
務
課
長
】　

財
源
問
題

で
新
築
へ
踏
み
出
せ
な
い
。

耐
震
改
修
へ
明
確
に
舵
を

切
る
と
い
う
結
論
は
出
て

い
な
い
。

問
　
　
　

資
金
が
一
番
大
き

な
問
題
で
あ
る
。
改
修
ま

た
は
新
設
に
対
す
る
補
助

金
・
起
債
の
状
況
は
。

【
会
計
課
長
】　

改
修
で
は
、

起
債
で
充
当
率
１
０
０
％
、

交
付
税
算
入
７
割
。
新
設

で
は
、
補
助
金
６
０
０
０

万
円
と
残
り
事
業
費
９
割

充
当
の
起
債
で
２
割
の
交

付
税
算
入
が
あ
る
。

問問

と
交
付
税
算
入
が
な
い
。

改
修
で
は
、
事
業
費
全
体

の
７
割
の
交
付
税
算
入
が

あ
る
。
改
修
は
20
億
円
も

要
ら
な
い
。
数
億
円
の
う

ち
３
割
負
担
で
済
む
。
新

設
は
財
政
上
考
え
ら
れ
な

い
。
地
震
は
待
っ
て
く
れ

な
い
。
町
長
の
判
断
は
。

【
町
長
】　

新
設
は
次
の
世

代
に
大
き
な
負
担
を
残
す
。

改
修
を
目
標
に
作
業
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
　

 

バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
問
題
も
あ
り
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
一
歩
一
歩

前
へ
進
め
て
ほ
し
い
。

要
望

もう待てない
　現庁舎耐震改修へ町長判断を

改修を目標に作業を進めていく町 長

　
　
　

試
算
す
れ
ば
、
新

設
で
20
億
円
の
う
ち
４
億

２
０
０
０
万
円
し
か
補
助

上
に
手
数
料
の

減
額
、
従
業
員

の
待
遇
改
善
な

ど
を
行
う
た
め
、

働
き
か
け
る
べ

き
で
は
。

【
町
長
】　

他
の

類
似
施
設
と
同

じ
15
％
ま
で
下

げ
て
も
ら
う
協

議
は
す
る
。
従

業
員
の
改
善
ま

で
は
難
し
い
。

　
　
　

か
つ
ら
ぎ
西
Ｐ
Ａ

上
り
線
道
の
駅
の
手
数
料

が
商
工
会
員
と
非
商
工
会

員
で
、
農
産
物
４
％
、
加

工
品
で
５
％
の
差
が
あ
る
。

入
会
者
数
、
入
会
金
、
年

会
費
は
い
く
ら
か
。
商
工

会
に
入
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

【
産
業
観
光
課
長
】　

農
産

物
は
２
２
０
人
の
う
ち
74

人
、
加
工
品
は
１
３
２
人

の
う
ち
72
人
で
、
入
会
金

３
０
０
０
円
・
年
会
費
１

万
２
０
０
０
円
で
あ
る
。

経
営
相
談
・
税
務
相
談
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

問

　
　
　

零
細
農
家
に
は
メ

リ
ッ
ト
は
な
い
。
４
〜
５

％
の
差
は
大
き
い
。
指
定

管
理
者
に
対
し
協
議
な
り

指
導
は
で
き
な
い
の
か
。

【
産
業
観
光
課
長
】　

管
理

者
の
考
え
方
も
尊
重
し
、

指
導
・
協
議
を
す
る
。

問
　
　
　

指
定
管
理
者
は
２

期
目
で
８
０
０
万
円
、
４

期
目
と
５
期
か
ら
10
期
ま

で
毎
期
１
５
０
０
万
円
を

町
へ
寄
付
す
る
計
画
で
経

営
状
況
は
良
い
。
商
工
会

員
と
同
じ
手
数
料
に
下
げ

る
の
か
、
さ
ら
に
そ
れ
以

問

委
託
販
売
手
数
料

　

な
ぜ
差
を
つ
け
る
の
か

コ
ン
ポ
ス
ト
の
活
用
で

　
　
　

生
ご
み
削
減
を

　
　
　

ご
み
処
理
費
の
本

町
負
担
金
は
１
億
１
６
０

０
万
円
で
、
う
ち
可
燃
ご

み
は
77
・
４
％
で
あ
る
。

費
用
は
重
さ
に
よ
っ
て
決

ま
る
。
平
成
17
年
か
ら
コ

ン
ポ
ス
ト
の
貸
与
、
あ
っ

せ
ん（
５
０
０
円
）、
補
助

制
度（
３
０
０
０
円
）に
よ

っ
て
１
２
５
７
個
設
置
さ

れ
て
い
る
。
１
家
庭
最
低

２
個
以
上
と
考
え
れ
ば
２

〜
３
０
０
０
個
必
要
で
あ

る（
農
家
戸
数
換
算
）。
ご

み
処
理
費
用
削
減
の
た
め
、

コ
ン
ポ
ス
ト
及
び
水
切
り

コ
ッ
ク
付
き
ペ
ー
ル
の
無

償
配
布
を
考
え
て
は
。

【
町
長
】　

住
民
の
意
見
を

聞
き
、
状
況
を
確
認
し
た

う
え
で
考
え
た
い
。

問

農家からの委託販売を受けた農産物農家からの委託販売を受けた農産物農家からの委託販売を受けた農産物
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一般質問

福 井 強 太 議員

　
　
　

人
口
減
少
に
よ
り

自
治
区
や
町
内
会
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
や
地
域
力
低
下

の
危
機
感
は
。

【
町
長
】　

特
に
山
間
地
で

農
道
の
草
刈
り
や
た
め
池

の
整
備
な
ど
が
70
代
が
中

心
で
あ
り
、
減
少
と
高
齢

化
の
両
方
で
あ
る
。

問
　
　
　

地
域
力
の
低
下
へ

の
対
策
と
し
て
、
先
進
地

で
は
行
政
主
体
で
は
な
く

住
民
一
人
一
人
が
主
体
的

に
地
域
を
考
え
る
仕
組
み

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
考

え
の
も
と
、
地
域
の
再
編

成
が
行
わ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
自
分
た
ち
で
自
分

た
ち
の
地
域
の
事
業
を
考

え
、
町
が
予
算
や
指
導
・

支
援
を
し
て
い
く
と
い
う

横
の
つ
な
が
り
の
組
織
の

問

　
　
　

地
域
で
つ
く
る
自

主
組
織
の
再
編
成
で
は
、

今
ま
で
の
自
治
区
や
福

祉
・
生
涯
学
習
な
ど
の

別
々
の
組
織
と
し
て
で
は

な
く
、
新
た
な
地
域
組
織

の
中
に
福
祉
部
門
や
生
涯

学
習
部
門
を
設
置
す
る
こ

と
で
行
政
と
の
連
携
は
も

ち
ろ
ん
、
そ
の
地
域
に
即

し
た
よ
り
細
や
か
な
対
応

問

　
　
　

か
つ
ら
ぎ
町
の
地

形
で
考
え
る
と
山
間
部
と

平
地
で
は
課
題
と
対
策
は

大
き
く
異
な
る
。
組
織
の

再
編
成
を
行
う
こ
と
で
よ

り
き
め
細
や
か
な
政
策
展

開
が
可
能
で
は
。

【
町
長
】　

地
域
で
の
特
徴

は
違
う
の
で
、
実
現
で
き

る
部
分
も
あ
る
。

や
対
策
が
可
能
に
な
る
。

【
企
画
公
室
長
】　

こ
の
新

し
い
仕
組
み
は
有
効
で
は

な
い
か
と
感
じ
る
。

【
総
務
課
長
】　

こ
う
い
う

組
織
が
実
現
す
れ
ば
非
常

に
有
効
で
あ
る
。

問

　
　
　

人
口
減
少
が
進
む

中
で
減
少
を
食
い
止
め
る

政
策
は
必
要
で
あ
る
。
し

か
し
、
ま
ず
は
か
つ
ら
ぎ

町
に
住
ん
で
い
る
住
民
の

福
祉
や
安
心
安
全
、
暮
ら

し
や
す
さ
や
生
き
が
い
な

ど
の
今
の
暮
ら
し
を
守
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
も
自
治
区
や
町

内
会
の
再
編
成
を
行
う
こ

と
で
、
地
域
の
人
一
人
一

人
に
寄
り
添
え
る
行
政
の

展
開
を
行
う
べ
き
で
は
。

【
町
長
】　

住
民
の
満
足
度

を
高
め
る
こ
と
が
行
政
と

し
て
の
務
め
で
あ
る
。
再

編
成
に
つ
い
て
は
慎
重
に
、

地
域
に
あ
っ
た
形
を
進
め

て
い
く
。

問

　
　
　

防
災
と
い
う
観
点

で
組
織
の
再
編
成
を
考
え

た
と
き
、
一
定
の
ハ
ー
ド

の
整
備
は
必
要
で
す
が
、

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
住

民
の
安
全
安
心
を
確
保
す

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
近

く
に
池
が
あ
る
、
川
が
あ

る
、
山
間
部
で
あ
る
な
ど

対
策
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

こ
の
部
分
に
お
い
て
も
組

織
編
制
を
考
え
直
す
必
要

性
が
あ
る
の
で
は
。

【
総
務
課
長
】　

ま
さ
し
く

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
あ
っ

た
防
災
対
策
が
必
要
で
あ

る
。 問

地域力向上にむけて
　　　町内会・区の再編成を

地域にあった形を進めていく町 長

再
編
成
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
ど
う
か
。

【
企
画
公
室
長
】　

か
つ
ら

ぎ
町
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
か
ら
一
歩
進
ん
で
い
る
。

非
常
に
有
効
に
機
能
し
て

い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

地域の絆が重要地域の絆が重要地域の絆が重要
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一般質問

溝 北 好 一 議員

　
　
　

寿
命
が
延
び
る
に

従
い
、
高
齢
者
の
免
許
証

保
有
者
が
増
し
て
い
る
。

反
面
、
交
通
違
反
を
含
む

交
通
事
故
が
大
変
多
く
な

っ
て
い
る
。
止
ま
れ
や
踏

切
で
の
一
旦
停
止
、
左
右

確
認
の
で
き
な
い
高
齢
者

も
増
え
て
い
る
現
状
を
放

置
で
き
な
い
。
自
主
返
納

の
全
国
の
実
態
は
。

【
総
務
課
長
】　

２
０
１
８

年
自
主
返
納
者
は
、
42
万

１
０
０
０
人
で
75
歳
以
上

は
29
万
３
０
０
０
人
、
２

年
連
続
40
万
人
を
超
え
て

い
る
。

問
　
　
　

自
主
返
納
日
本
一

は
ど
こ
か
。

【
総
務
課
長
】　

最
多
は
、

東
京
都
の
８
・
０
％
。
和

歌
山
県
は
４
・
０
％
で
42

問

位
だ
。

高
齢
者
関
係
は
８
人
で
あ

る
。

歌
山
県
で
は
運
転
経
歴
証

明
書
発
行
手
数
料
負
担
。

ま
た
、
紀
美
野
町
、
有
田

川
町
、
由
良
町
、
印
南
町
、

日
高
川
町
は
コ
ミ
バ
ス
運

賃
半
額
な
ど
の
特
典
が
あ

る
。

【
総
務
課
長
】　

平
成
28
年

１
月
か
ら
本
年
６
月
ま
で

に
３
６
８
人
、
か
つ
ら
ぎ

町
は
２
３
１
人
で
あ
る
。

運転免許証自主返納推進について　
　　町の支援策は

できることから。対策は避けては通れない町 長

　
　
　

和
歌
山
県
に
お
け

る
高
齢
者
運
転
者
比
率
は
。

【
総
務
課
長
】　

全
国
平
均

は
全
保
有
者
の
20
％
。
和

歌
山
県
は
さ
ら
に
４
･
４

％
高
い
。

問

　
　
　

か
つ
ら
ぎ
警
察
署

管
内
の
事
故
状
況
は
。

【
総
務
課
長
】　

今
年
６
月

末
で
人
身
事
故
23
件
、
物

損
事
故
３
５
３
件
、
計
３

７
６
件
。
高
齢
者
関
係
は

１
２
５
件
だ
。

問
　
　
　

か
つ
ら
ぎ
警
察
署

管
内
の
免
許
証
自
主
返
納

の
実
態
は
。

問

　
　
　

他
府
県
で
は
自
主

返
納
者
に
特
典
が
あ
る
が
。

【
総
務
課
長
】　

大
阪
府
は

運
転
経
歴
証
明
書
を
提
示

で
商
店
で
の
割
引
特
典
、

タ
ク
シ
ー
料
金
割
引
。
和

問

　
　
　

本
町
の
特
典
は
。

【
総
務
課
長
】　

な
い
。

問
　
　
　

本
町
で
自
主
返
納

し
て
困
る
こ
と
は
。

【
総
務
課
長
】　

買
い
物
、

通
院
そ
し
て
農
業
、
商
工

業
を
営
む
方
。

問
　
　
　

町
内
会
で
の
サ
ポ

ー
ト
シ
ス
テ
ム
、
Ｊ
Ａ
の

生
産
現
場
引
取
、
シ
ニ
ア

カ
ー
電
動
自
転
車
三
輪
車

補
助
、
タ
ク
シ
ー
補
助
、

移
動
ス
ー
パ
ー
等
元
気
に

な
る
対
策
は
た
く
さ
ん
あ

る
。
高
齢
者
が
明
る
く
元

気
に
な
る
施
策
を
し
っ
か

り
考
え
取
り
組
ん
で
は
。

【
町
長
】　

本
町
の
実
態
を

踏
ま
え
免
許
返
納
後
の
住

民
対
策
は
、
避
け
て
は
通

れ
な
い
。
で
き
る
こ
と
か

ら
し
っ
か
り
進
め
て
い
く
。

問

　
　
　

こ
の
実
態
を
ど
う

感
じ
る
か
。

【
町
長
】　

高
齢
者
の
運
転

に
よ
る
事
故
が
多
く
な
っ

て
い
る
。
日
常
生
活
、
農

業
、
商
工
業
に
車
を
使
用
。

高
齢
者
に
な
っ
て
も
免
許

を
保
有
し
運
転
を
続
け
る
。

今
後
も
変
わ
ら
な
い
と
思

う
。 問

　
　
　

社
会
が
自
主
返
納

を
推
進
し
て
い
る
が
本
町

は
。

【
町
長
】　

日
常
生
活
・
買

い
物
・
レ
ジ
ャ
ー
は
公
共

交
通
を
充
実
す
れ
ば
代
替

え
は
可
能
だ
。
農
業
・
商

工
業
は
行
政
と
し
て
課
題

が
残
る
。

問

　
　
　

和
歌
山
県
の
死
亡

事
故
数
は
。

【
総
務
課
長
】　

昨
年
16
人

高
齢
者
関
係
は
12
人
、
本

年
は
現
在
で
12
人
で
あ
り
、

問

自主返納窓口かつらぎ警察署自主返納窓口かつらぎ警察署自主返納窓口かつらぎ警察署
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一般質問

東 芝 弘 明 議員

　
　
　

２
０
２
２
年
の
４

月
か
ら
18
歳
が
成
年
（
成

人
）
に
な
る
。
18
歳
選
挙

権
が
実
行
さ
れ
た
が
、
選

挙
の
た
び
に
18
歳
と
19
歳

の
投
票
率
は
下
が
っ
て
い

る
。
主
権
者
教
育
の
在
り

方
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で

は
。

【
教
育
長
】　

幼
・
小
・

中
・
高
を
通
し
、
具
体
的

で
実
践
的
な
主
権
者
教
育

が
必
要
だ
と
考
え
る
。

問
　
　
　

妙
寺
中
学
校
と
笠

田
中
学
校
の
生
徒
が
要
望

し
た
学
校
施
設
や
学
校
運

営
の
改
善
に
対
す
る
学
校

か
ら
の
回
答
が
あ
る
。
こ

の
中
で
校
長
先
生
や
管
理

職
か
ら
教
育
委
員
会
に
届

い
た
要
望
は
あ
る
か
。

【
教
育
総
務
課
長
】　

一
つ

問

　
　
　

あ
る
卒
業
生
は
、

「
学
校
側
か
ら
は
ほ
と
ん

ど
で
き
な
い
と
い
う
回
答

ば
か
り
だ
っ
た
。
何
を
言

っ
て
も
無
理
と
い
う
意
識

が
残
っ
た
」
と
言
っ
て
い

る
。
妙
寺
中
学
校
も
笠
田

中
学
校
も
、
ト
イ
レ
の
洋

式
化
を
求
め
て
い
る
。
教

育
委
員
会
は
、
ど
ん
な
対

応
を
町
長
部
局
と
の
間
で

行
っ
て
き
た
の
か
。

【
教
育
総
務
課
長
】　

学
校

の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
は
以

前
か
ら
要
望
が
あ
る
が
、

私
が
担
当
課
長
に
な
っ
て

以
降
、
予
算
要
求
は
し
て

い
な
い
。

一
つ
を
確
か
め
た
こ
と
は

な
い
。

問
　
　
　

子
ど
も
の
要
求
を

具
体
的
に
実
現
す
る
透
明

性
の
あ
る
仕
組
み
を
つ
く

る
考
え
は
あ
る
の
か
。

【
教
育
長
】　

子
ど
も
た
ち

に
自
主
的
・
主
体
的
に
活

動
す
る
場
や
機
会
を
随
分

与
え
て
い
る
の
で
十
分
で

き
て
い
る
。

問

　
　
　

主
権
者
教
育
が
小

学
校
と
中
学
校
で
十
分
で

き
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

18
歳
の
投
票
率
は
も
っ
と

高
い
。
改
善
を
図
ら
な
い

と
政
治
的
な
意
識
は
高
ま

ら
な
い
。
考
え
方
を
改
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

問

子どもの要求実現の
　　　仕組みをつくってほしい

十分できている教育長

　
　
　

県
内
30
市
町
村
の

中
で
16
市
町
村
は
、
不
良

住
宅
を
中
心
に
解
体
の
補

助
金
を
出
し
て
い
る
。

【
建
設
課
長
】　

不
良
住
宅

の
除
去
に
つ
い
て
補
助
が

あ
る
。
国
の
補
助
は
５
分

の
２
、
市
町
村
が
５
分
の

問

　
　
　

和
歌
山
市
は
、
今

年
こ
の
補
助
制
度
で
35
件

の
解
体
を
行
っ
た
。
海
南

市
で
は
略
式
代
執
行
が
行

わ
れ
、
１
６
５
万
２
４
０

０
円
の
撤
去
費
用
の
う
ち

４
割
が
こ
の
補
助
金
か
ら

出
て
い
る
。
本
町
は
特
定

空
き
家
が
ゼ
ロ
で
、
不
良

住
宅
の
事
務
は
や
ら
れ
て

い
な
い
。
消
防
防
災
係
か

ら
空
き
家
対
策
を
切
り
離

し
て
別
の
と
こ
ろ
で
事
務

を
行
う
と
い
う
必
要
性
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】　

中
古
住
宅
の
需

要
あ
る
い
は
古
民
家
の
需

要
な
ど
が
あ
る
の
で
、
こ

れ
ら
の
活
用
も
考
え
れ
ば
、

将
来
的
に
は
違
う
部
署
で

行
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

問

空
き
家
対
策
は

　
　

別
の
課
で
行
う
べ
き

２
、
個
人
が
５
分
の
１
だ

が
、
補
助
限
度
額
を
決
め

て
い
る
。

町が解体を予定している空き家町が解体を予定している空き家町が解体を予定している空き家
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一般質問

宮 井 健 次 議員

　
　
　

10
月
１
日
か
ら
実

施
さ
れ
る
幼
児
教
育
の
無

償
化
に
つ
い
て
聞
く
。
制

度
内
容
は
。

【
教
育
総
務
課
長
】　

１
つ

目
は
、
３
歳
か
ら
５
歳
ま

で
の
保
育
所
、
幼
稚
園
、

認
定
こ
ど
も
園
等
の
保
育

料
を
無
償
化
す
る
。
２
つ

目
は
、
３
歳
未
満
の
住
民

税
非
課
税
世
帯
の
子
ど
も

の
保
育
料
を
無
償
化
す
る
。

３
点
目
は
、
副
食
費
に
つ

い
て
は
、
各
施
設
が
実
費

徴
収
す
る
内
容
。

問
　
　
　

所
得
に
関
係
な
く

保
育
料
は
無
償
化
さ
れ
る

の
に
、
副
食
費
は
な
ぜ
年

収
３
６
０
万
円
を
基
準
に
、

未
満
は
無
償
、
以
上
は
自

己
負
担
と
な
っ
た
の
か
。

【
教
育
総
務
課
長
】　

施
設

問

に
入
所
し
て
い
な
い
子
ど

も
も
当
然
食
事
を
と
る
と

い
う
こ
と
で
、
実
費
徴
収

と
い
う
こ
と
で
残
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

　
　
　

収
入
が
１
０
０
０

万
円
、
２
０
０
０
万
円
あ

っ
て
も
保
育
料
は
無
料
で
、

副
食
費
だ
け
３
６
０
万
円

と
い
う
所
得
制
限
す
る
の

は
、
理
解
で
き
な
い
。
３

６
０
万
円
の
根
拠
が
わ
か

ら
な
い
。
３
５
９
万
円
の

人
は
無
料
で
、
３
６
１
万

円
の
人
は
自
己
負
担
と
い

う
の
は
納
得
で
き
な
い
。

無
償
化
す
べ
き
だ
。
海
南

市
は
、
９
月
議
会
で
副
食

費
の
無
償
化
の
提
案
を
す

る
と
報
道
さ
れ
て
い
る

（「
毎
日
新
聞
」８
／
31
付
）。

県
下
で
他
の
自
治
体
で
も

無
償
化
の
動
き
が
あ
る
の

か
。

【
教
育
総
務
課
長
】　

無
償

化
、
あ
る
い
は
減
額
と
い

う
施
策
等
の
実
施
を
検
討

し
て
い
る
市
町
村
は
県
下

に
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

問

　
　
　

児
童
福
祉
法
に
基

づ
く
保
育
と
い
う
の
は
、

給
食
費
も
保
育
の
一
環
と

と
ら
え
て
い
る
。
海
南
市

の
ケ
ー
ス
は
、
副
食
費
の

無
償
化
は
も
ち
ろ
ん
、
施

設
に
補
助
す
る
他
市
外
の

認
可
外
保
育
施
設
等
に
預

け
た
場
合
も
、
申
請
に
基

づ
い
て
家
庭
に
補
助
す
る

制
度
に
上
乗
せ
を
し
て
い

る
。
町
長
の
考
え
は
。

【
町
長
】　

全
額
公
費
負
担

は
難
し
い
が
、
小
・
中
学

校
の
給
食
の
副
食
費
に
対

し
て
町
が
一
部
負
担
を
し

て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
準

じ
た
形
で
実
施
し
た
い
。

問
　
　
　

施
設
側
の
実
費
徴

収
に
な
れ
ば
、
非
常
に
実

務
が
煩
雑
に
な
る
懸
念
が

あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
人

的
な
補
助
も
考
え
て
い
る

の
か
、
そ
れ
と
も
現
行
の

枠
内
で
も
実
務
が
で
き
る

と
考
え
て
い
る
の
か
、
ど

う
か
。

【
教
育
総
務
課
長
】　

人
的

雇
用
の
支
援
の
部
分
に
つ

い
て
は
、
ま
だ
そ
こ
ま
で

考
え
て
い
な
い
。

問

　
　
　

副
食
費
の
滞
納
に

つ
い
て
聞
く
。
国
の
方
針

で
は
、
滞
納
が
続
け
ば
、

保
護
者
か
ら
市
町
村
が
事

情
を
聞
い
て
善
後
策
、
利

用
の
可
否
を
市
町
村
が
検

討
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
が
。

【
教
育
総
務
課
長
】　

児
童

福
祉
法
第
24
条
の
規
定
で

滞
納
を
理
由
に
児
童
を
強

制
的
に
退
所
さ
せ
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
私
立
の
幼

稚
園
等
の
場
合
は
、
そ
う

い
う
ケ
ー
ス
も
否
定
で
き

な
い
。

問

幼児教育の副食費の無料化を
一部負担を実施したい町 長

佐野こども園
三谷こども園

計

61
55
116

57
47
104

55
47
102

173
149
322

３歳 ４歳 ５歳 合計
令和元年８月１日

（単位：人）

園児数

砂場で遊ぶ子どもたち砂場で遊ぶ子どもたち砂場で遊ぶ子どもたち
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７
月
５
日
、
８
月
２
日
、
８
月
28
日
委
員

会
開
催
①
排
水
ポ
ン
プ
車
活
動
視
察
②
地
域

公
共
交
通
の
取
り
組
み
状
況
③
施
設
指
定
管

理
（
は
な
ぞ
の
温
泉「
花
圃
の
里
」、
か
つ
ら

ぎ
西
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
上
り
線
地
域
振
興

施
設
）
に
つ
い
て
調
査
・
審
議
し
た
。

　

８
月
29
日
に
委
員
会
開
催
①
継
続
審
査
の

陳
情
一
件
②
教
育
委
員
会
所
管
事
務
調
査

「
不
登
校
の
現
状
と
取
り
組
み
」
③
先
進
地

視
察
研
修
に
つ
い
て
調
査
・
審
議
し
た
。

町
民
の
足
（
地
域
公
共
交
通
）

　
　
　
　

前
向
き
に
動
き
出
す

　

昨
年
６
月
に
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
等
の
導
入
に
関

す
る
町
議
会
の
決
議
を
し

た
。
そ
の
後
の
検
討
状
況

を
町
長
他
担
当
課
長
に
聞

き
取
り
を
行
っ
た
。
コ
ミ

バ
ス
を
河
南
・
河
北
・
通

院
コ
ー
ス
は
デ
マ
ン
ド
型

に
、
花
園
・
新
城
・
天

野
・
四
郷
コ
ー
ス
は
現
状

方
式
で
、
経
路
・
ダ
イ
ヤ

見
直
し
と
す
る
。
デ
マ
ン

ド
型
は
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
に
す
る
の
か
バ
ス
型
に

す
る
の
か
は
今
後
の
検
討

課
題
。
来
年
の
認
可
変
更

と
実
施
に
向
け
て
予
算
化

し
て
い
く
。

　

ま
た
福
祉
有
償
運
送
に

つ
い
て
も
町
と
社
協
で
検

討
し
て
お
り
、
コ
ミ
バ
ス

と
切
り
離
し
て
進
め
、
来

年
度
の
導
入
に
向
け
て
予

算
化
を
す
る
。
専
任
職
員

の
配
置
に
つ
い
て
は
、
事

業
が
具
体
化
す
れ
ば
職
員

配
置
を
す
る
。
運
行
経
費

に
つ
い
て
は
今
よ
り
も
増

額
と
な
っ
て
も
や
む
を
得

な
い
。
今
は
で
き
る
こ
と

か
ら
実
行
し
て
い
く
と
の

回
答
で
あ
っ
た
。
委
員
か

ら
は
ド
ア
ト
ゥ
ド
ア
の
町

民
要
望
等
に
つ
い
て
も
今

後
の
検
討
を
求
め
た
。

　

７
月
17
日
開
催
の
指
定

管
理
者
選
定
審
査
委
員
会

に
お
い
て
、
現
管
理
者
と

は
違
う
候
補
者
が
選
定
さ

れ
た
と
報
告
が
あ
っ
た
。

　
　
（
詳
細
は
２
ペ
ー
ジ
）

「
花
圃
の
里
」

新
指
定
管
理
者
に

　

不
登
校
児
童
生
徒
と
は

国
の
基
準
で
年
間
30
日
以

上
欠
席
し
た
者
と
定
義
さ

れ
て
い
る
。

　

本
町
で
は
、
小
学
生
７

人
、
中
学
生
13
人
の
不
登

校
が
あ
り
近
年
最
多
で
あ

っ
た
。
家
庭
や
生
活
環
境

に
変
化
が
あ
っ
た
場
合
、

ま
た
対
人
関
係
で
の
ス
ト

レ
ス
、
体
育
・
勉
学
・
ク

ラ
ブ
活
動
等
で
の
問
題
で

不
登
校
と
な
る
。

　

個
人
状
況
・
学
校
対
応

状
況
シ
ー
ト
等
に
よ
る
把

握
に
よ
り
、
早
期
対
応
を

個
人
別
に
取
り
組
む
。
委

員
会
で
は
現
状
の
実
態
・

対
応
・
措
置
等
に
つ
い
て

審
議
し
た
。

小
中
学
校
で

　

20
人
の
不
登
校

　

『
日
本
政
府
に

対
し
て
、
国
連
の

「
沖
縄
県
民
は
先

住
民
族
」
勧
告
の

撤
回
を
求
め
る
意

見
書
の
採
択
を
求

め
る
陳
情
書
』
に

つ
い
て
６
月
６
日

よ
り
継
続
し
て
審

議
を
行
っ
た
。

　

「
陳
情
者
は
陳
情
内
容

に
つ
い
て
十
分
な
資
料
を

用
意
す
べ
き
」
「
政
府
は

国
連
に
対
し
先
住
民
族
と

認
識
し
て
い
な
い
と
報
告

し
て
い
る
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果

全
員
反
対
で
不
採
択
と
な

っ
た
。
（
本
会
議
で
も
不

採
択
） 継

続
審
査
・

　

陳
情
第
５
号

全員反対で不採択

議会傍聴 「議会だより」表紙写真募集
　事前に申し込む必要はなく誰でもできます。
　12月会議は、12月上旬からの予定です。
具体的な日程は、議会事務局にお問い合わせ
ください。

内容：町内で撮影された人物やイベントの写真
方法：住所・氏名・連絡先やタイトルなどを記入しメールなどで応募が可能です
詳しくは：かつらぎ町議会事務局
　TEL.0736-22-0300㈹　FAX.0736-22-0604
　http://www.town.katsuragi.wakayama.jp/gikai/

新指定管理者となって
花圃の里は変われるか
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８
月
６
日
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
懇
談
会
を
開

催
し
、
８
月
30
日
、
委
員
会
を
開
催
し
た
。

議
会
モ
ニ
タ
ー
と
の
懇
談
会

２年間の議会モニターご苦労様でした
　

出
席
し
た
モ
ニ

タ
ー
か
ら
、
「
傍

聴
者
が
少
な
い
」

「
役
場
ロ
ビ
ー
な

ど
で
の
議
会
中
継

や
録
画
配
信
を
」

な
ど
の
貴
重
な
意

見
や
指
摘
が
あ
っ

た
。

　

議
会
と
し
て
初

め
て
の
モ
ニ
タ
ー

制
度
実
施
の
２
年

間
を
踏
ま
え
、
次

　

委
員
会
で
は
、
モ
ニ
タ

ー
活
動
の
２
年
間
の
成
果

と
課
題
や
団
体
と
の
懇
談

会
等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

委
員
会
で
の

　
　

取
り
組
み

　

町
行
政
に
対
し
て
、
よ

り
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、
議
員
と
町
行
政

を
話
し
合
う
（
討
議
す

る
）、
行
政
モ
ニ
タ
ー
制

度
を
考
え
て
み
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
？
今
後
議
員

の
な
り
手
も
少
な
く
な
っ

て
い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
た
め
、
町
行
政
を
真
剣

に
考
え
て
く
れ
る
人
を
増

や
す
施
策
が
必
要
と
思
い

ま
す
。　

（
60
代
男
性
）

議
会
全
般
に
つ
い
て

の
意
見 議

会
モ
ニ
タ
ー

　
　

  

だ
よ
り

No.5
〈
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
傍
聴

な
ど
の
意
見
・
令
和
元
年

６
月
〉

の
モ
ニ
タ
ー
活
動
に
引
き

継
ぎ
、
い
た
だ
い
た
意
見

を
踏
ま
え
議
論
し
、
議
会

活
動
に
生
か
せ
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
。

活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
た

活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
た

　
　
モ
ニ
タ
ー
と
の
懇
談
会

　
　
モ
ニ
タ
ー
と
の
懇
談
会

活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
た

　
　
モ
ニ
タ
ー
と
の
懇
談
会

全
国
ト
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
の
出
来
栄
え

紙面クリニックを受けました
　

『
議
会
だ
よ
り

か
つ
ら
ぎ
』
は
、

読
み
や
す
く
編
集

さ
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
編
集
作

業
に
追
わ
れ
な
が

ら
、
編
集
委
員
は
、

い
つ
も
自
問
自
答

し
て
き
た
。
全
国

町
村
議
会
議
長
会

は
、
議
会
広
報
の

全
国
コ
ン
ク
ー
ル

を
主
催
し
て
い
る
。

わ
が
町
の
議
会
だ

よ
り
も
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル

に
毎
回
参
加
し
て
い
る
が
、

短
い
コ
メ
ン
ト
が
返
っ
て

く
る
だ
け
。
入
選
の
壁
は

厚
い
。

　

そ
ん
な
中
、「『
地
方
議

会
人
』
が
無
料
の
紙
面
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
し
て
く
れ
ま

す
。
応
募
し
ま
す
か
」
と

議
会
事
務
局
か
ら
ア
ナ
ウ

ン
ス
が
あ
っ
た
の
で
、
応

募
す
る
こ
と
に
決
め
た
。

『
地
方
議
会
人
』
は
、
全

国
町
村
議
会
議
長
会
が
発

行
し
て
い
る
月
刊
誌
だ
。

　

「
議
会
広
報
紙
と
し
て

ト
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
の
一
角

を
占
め
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
、
全
国
レ
ベ

ル
の
広
報
を
実
践
し
て
い

ま
す
」「
読
者
に
議
会
の
存

在
を
感
じ
さ
せ
、
情
報
伝

達
力
の
あ
る
広
報
紙
つ
く

り
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
」

　

紙
面
の
１
ペ
ー
ジ
半
に

渡
っ
て
こ
ん
な
評
価
が
返

っ
て
き
た
。
で
き
あ
が
っ

た
紙
面
に
対
し
反
省
ば
か

り
し
て
い
る
編
集
委
員
は
、

口
元
が
緩
ん
で
「
よ
し
！

が
ん
ば
ろ
う
」
と
い
う
気

持
ち
に
な
っ
た
。

紙面クリニックで高評価を受けた81号
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が
ん
ば
る
人
紹
介

が
ん
ば
る
人
紹
介

が
ん
ば
る
人
紹
介

手
助
け
で
き
る
人
を
増
や
し
た
い

和歌山県かつらぎ町議会：〒649-7192 和歌山県伊都郡かつらぎ町大字丁ノ町2160番地
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手
話
サ
ー
ク
ル
の
松
岡
夕
紀
さ
ん
と
東
美
惠
子
さ
ん
、
竹
内
愛
子
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

手
話
サ
ー
ク
ル
っ
て

ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か

(問い合わせ先)
　かつらぎ町社会福祉協議会
　電話 0736-22-4311

　

手
話
で
通
じ
合
え
た
ら
笑

顔
が
返
っ
て
く
る
。
手
話
サ

ー
ク
ル
は
、
聞
こ
え
な
い
人

と
一
緒
に
な
っ
て
何
か
を
作

っ
た
り
、
学
ん
だ
り
す
る

「
交
流
の
場
」
で
す
。
会
う

の
が
楽
し
み
で
す
。
思
い
や

り
の
気
持
ち
を
持
っ
て
手
話

を
普
及
で
き
た
ら
い
い
か
な

と
思
い
ま
す
。
意
思
疎
通
が

で
き
た
と
き
は
嬉
し
い
し
、

自
信
も
湧
い
て
き
ま
す
。

「
手
話
を
教
え
て
ほ
し
い
」

と
興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
人

も
い
ま
す
。
も
っ
と
多
く
の

人
に
わ
か
っ
て
ほ
し
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
草
の
根
の
活

動
で
す
。

災
害
対
策
も
さ
れ
て
い
ま
す

　

災
害
の
時
に
聞
こ
え
な
い
と
情
報

が
届
き
ま
せ
ん
。
あ
る
手
話
サ
ー
ク

ル
で
は
、
緊
急
連
絡
網
を
作
っ
て
、

メ
ー
ル
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
や

り
取
り
し
て
い
ま
す
。
ろ
う
者
１
人

に
１
人
の
担
当
者
が
つ
い
て
い
ま
す
。

聞
こ
え
な
い
人
は
、
見
た
目
で
は
わ

か
り
ま
せ
ん
。
呼
び
か
け
ら
れ
て
も

聞
こ
え
な
い
の
で
、
無
視
さ
れ
た
と

誤
解
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
い
と
、

多
方
面
に
影
響
が
出
ま
す
。
お
互
い

の
信
頼
関
係
が
大
事
で
す
。
防
災
訓

練
や
勉
強
会
も
し
ま
し
た
。
近
々

「
稲
村
の
火
の
館（
広
川
町
）」
へ
見

学
に
行
き
ま
す
。
日
頃
か
ら
一
緒
に

活
動
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

手
話
言
語
の

県
条
例
が
で
き
ま
し
た

　

条
例
が
で
き
て
県
に
予
算
が
付
き

ま
し
た
。
市
町
村
に
も
広
が
っ
て
い

ま
す
が
、
か
つ
ら
ぎ
町
に
は
ま
だ
で

き
て
い
ま
せ
ん
。
自
分
た
ち
も
ろ
う

者
の
人
と
条
例
を
作
る
た
め
の
検
討

を
始
め
る
予
定
で
す
。
役
立
つ
条
例

を
作
り
た
い
ん
で
す
。
「
手
話
を
獲

得
す
る
、
手
話
で
学
ぶ
、
手
話
を
学

ぶ
、
手
話
を
使
う
、
手
話
を
守
る
」

地
道
な
活
動
で
す
が
、
聞
こ
え
な
い

人
と
一
緒
に
行
動
す
る
こ
と
で
解
決

で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
や
っ
て

い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
は

読
ん
で
い
ま
す
か

　

は
い
、
読
ん
で
い

ま
す
。

人
生
の
伴
奏
者
で
す
ね

　

そ
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
手
話
サ

ー
ク
ル
は
、
京
都
の
「
み
み
ず
く
」

と
い
う
サ
ー
ク
ル
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
聞
こ
え
る
人
は
、
ろ
う
者
の
耳

の
代
わ
り
に
な
っ
て
情
報
提
供
す
る
。

聞
こ
え
る
私
た
ち
は
、
ろ
う
者
か
ら

手
話
を
学
ぶ
。
こ
れ
が
原
点
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
手
助
け
で
き
る
人
を

増
や
し
て
い
け
ば
、
聞
こ
え
な
い
人

も
も
っ
と
暮
ら
し
や
す
い
社
会
に
な

ま
つ
お
か
ゆ
う 

き　
　
　
　
　

あ
ず
ま
み　

え　

こ　
　
　
　
　
　

  

た
け
う
ち
あ
い 

こ

左から東美惠子さん、竹内愛子さん、松岡夕紀さん左から東美惠子さん、竹内愛子さん、松岡夕紀さん左から東美惠子さん、竹内愛子さん、松岡夕紀さん
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